
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成30年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 5,600,000 5,600,000

交付金額 5,600,000 5,600,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　東村コミュニティバスは、主に学生の通学や高齢者の生活に欠かせない移動手
段であり、これまでの路線バスの運行状況や利用者からの要望等を考慮し、平成
30年度より本格運行している。
　今後も安定的な運営を行うため、本事業を実施することで、村民が利用しやす
い交通環境の維持を図る。

　【参考指標】
　　平成29年度試験運行実績（約5ヶ月間）：利用者数1,659人

事　　業　　評　　価　　書

　東村コミュニティバス運営事業

　東村長

　東村地内

　運転手の給与　5名

　平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【交通環境の維持を図ることについての成果及び評価】
　事業実施期間中の利用者数：5,140人（H30年8月～H31年2月の利用者数）
　試験運行時においては1月あたり約330名の利用であったが、本事業実施後は1月
あたり約735名の利用があり、安定的な運用環境の維持が図られたことから、本事
業の成果を得られたものと評価した。
【地域住民への周知の状況】
　１）村ホームページに掲載。
　２）村広報誌2019年7月号に掲載。

　今後も村民が利用しやすい交通環境の維持に努める。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成３０年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 4,298,400 4,298,400

交付金額 4,298,000 4,298,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　備品購入：厨房機器　一式

　平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【特産品開発ができる施設環境を維持することについての成果及び評価】
　安定的生産ができる環境の維持について、整備後、利用者へアンケート調査を
実施した結果、特産品開発を行うための環境が整備されたか、購入備品の大きさ
や機能が適切であるかの問いに、そう思うとの回答を多く得られたことから、事
業の成果は得られたものと評価する。
【地域住民への周知の状況】
　１）各機器へ「平成30年度沖縄防衛局調整交付金事業」と記載。
　２）村ホームページに掲載。
　３）村広報誌2019年7月号に掲載。

　購入備品を定期的に保守、点検することにより特産品開発に関する環境の維持
に努める。

　無

　東村特産品加工直売所は、地域の特産物を生かした特産品の開発・販売を行う
など、地域活性化の役割を担う施設である。
　当該施設内の特産品加工所に設置されている機器について、整備後16年が経過
しており、老朽化による不具合の発生や使用できない機器もあるなど、特産品生
産に支障を来している状況である。
　このことから、本事業により機器を更新することで、安定的に特産品開発及び
生産ができる施設環境を維持し、地域の活性化に寄与する。

事　　業　　評　　価　　書

　東村特産品加工直売所機器購入

　東村長

　東村字平良地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成30年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,033,500 3,033,500

交付金額 3,000,000 3,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

【保健福祉の向上を図ることについての成果及び評価】
　福祉車両の稼働日数210日、送迎人数1,054人
　（平成31年2月22日～令和2年1月30日）
　安心、安全な利用者の送迎を円滑に実施できたことから、本事業の成果を得ら
れたものと評価する。
【地域住民への周知の状況】
　１）車両へ「平成30年度沖縄防衛局調整交付金事業」と記載。
　２）村ホームページに掲載。
　３）村広報誌2019年7月号に掲載。

事　　業　　評　　価　　書

　東村地域包括支援センター福祉車両購入

　東村長

　東村平良地内

　東村地域包括支援センターでは、高齢者と対象とした健康づくりや閉じこもり
及び介護予防の支援活動として運動教室やレク活動、課外活動などを実施してお
り、要望の応じて送迎を行っているが車椅子対応車両が未整備であることから安
心、安全な送迎に支障を来している。

　本事業により福祉車両を購入することで、村民が引き続き住み慣れた地域で健
康な生活が出来るよう支援を行い、保健福祉の向上を図る。

　福祉車両１台

　平成30年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　今後、定期的に点検及び整備を行い、福祉車両を適正な状態に維持することに
努め、安全な活用を行っていく。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成３０年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 2,268,000 2,268,000

交付金額 2,000,000 2,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

【地域住民の生活環境の改善についての成果及び評価】
　地域住民の生活環境の改善について、購入後１年間の苦情や問い合せ件数3件、
即日対応した日数2日であった。一部地域では、建物工事が半年以上行われてお
り、航空機以外の音が続いていたことから、件数が少ない要因であると考えられ
る。
　住民からの苦情や問い合せに対して、即日対応し事実確認を速やかに行えた事
は、住民の生活環境を改善するための対策につながると評価する。
　今後も、住民からの苦情や問い合せに速やかに対応し、行政区との連携を図り
ながら対応していく。
【地域住民への周知の状況】
　１）ホームページに掲載。
　２）村広報誌2019年7月号に掲載。
　３）購入機器へ「平成30年度沖縄防衛局調整交付金事業」と記載。

事　　業　　評　　価　　書

　騒音測定機整備事業

　東村長

　東村字平良地内

　本村では、地域住民から航空機騒音等の苦情や問合せが頻繁に寄せられるが、
騒音を確認出来る体制を整備していないため、現状把握や原因の特定など速やか
な対応を行う事が出来ない状況にある。
　このことから、本事業により騒音測定機を購入することで、地域住民からの苦
情や問合せに対して速やかな対応が行える環境を整備することで、地域住民の生
活環境の改善に寄与する。

　騒音測定機一式

　平成３０年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　整備した、騒音測定機を適切に管理することで、今後も、住民からの騒音への
苦情に迅速に対応できるよう努める。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 計

円 円 円 円 円 円

交付金 8,000,000 26,538,000 46,000,000 44,000,000 124,538,000

市長村費等 3,543,000 146,000 0 0 3,689,000

その他 0 0 0 0 0

運用益 0 0 0 0 0

計 11,543,000 26,684,000 46,000,000 44,000,000 128,227,000

0 26,684,000 23,000,000 35,000,000 84,684,000

11,543,000 11,543,000 34,543,000 43,543,000 43,543,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　保育士　８名、調理師　１名

　平成２７年度～平成３２年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基 金
造 成 額

基金処分額

基金残額

　【保護者の負担軽減を図ることについての成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、事業実施期間中の保育活動日数は289日と年間を通して安定的な保
育運営を行う事ができた。
　また、一時預かり保育を利用した保護者へアンケートを行った結果、利用者数は少なかったもの
の、全ての方から「一時預かりが子育てに役立った」、「今後も利用したいと思う」との回答が得られ、
保護者の心理的及び肉体的負担の軽減を図ることが出来ていると評価する。
【地域住民への周知の状況】
　１）村広報誌2019年7月に掲載。
　２）保育所掲示板に掲載。
　３）村ホームページに掲載。

　今後も保育従事者を安定的に確保し、通常保育と一時預かり利用者の維持を目指す。

　無

　本村保育所は、村内に居住している就学前児童に対して保育活動を実施し、子育て世代の定住を
促進するため、１１時間保育など保育サービスを充実させている。
　平成２４年度より、保護者の疾病等による緊急的な保育並びに育児に伴う保護者の負担軽減を図る
ため、一時預かり保育を実施するなど、保育環境の改善に取組んでいる。
　今後も安定的な保育運営を行うために、本事業を実施し、子育て世代が利用しやすい保育環境の
維持を図る。

事　　業　　評　　価　　書

　東村立保育所運営事業

　東村長

　東村平良地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 計

円 円 円 円 円 円

交付金 3,783,000 10,625,000 19,529,000 14,631,000 48,568,000

市長村費等 1,674,000 0 0 0 1,674,000

その他 0 0 0 0 0

運用益 0 0 0 0 0

計 5,457,000 10,625,000 19,529,000 14,631,000 50,242,000

0 14,381,500 9,765,000 12,000,000 36,146,500

5,457,000 1,700,500 11,464,500 14,095,500 14,095,500

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　社会福祉士　１名、　看護師　１名、保健師　３名

　平成２７年度～平成３２年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基 金
造 成 額

基金処分額

基金残額

　【地域住民が介護・保険・福祉・医療の支援を受けられる環境を維持することについての成果及び
評価】
　本事業を実施したことにより、乳幼児から高齢者まで健やかに地域で生活出来るよう介護・保険・
福祉・医療等の支援体制を維持することが出来た。事業期間中に、ふれあいサロンに参加した方、
運動サークル並びに福祉相談に来られた方へアンケート調査を行った結果、「生活が充実してい
る。」「今後も続けて欲しい。」との回答が多く、介護・保険・福祉・医療等の支援を受けている方が満
足する支援が出来ていると評価する。
　【地元住民への周知の状況】
　１）村広報誌2019年7月号に掲載。
　２）村ホームページに掲載。

支援 を必 要と して いる住民 へ最 適な 支援 が届 くよ う実 施事 業の周知 を強 化し てい く。

　無

　東村地域包括支援センターでは、高齢者など介護を要する方とその家族の生活支援を行ってい
る。また、保健師においては母子保健事業及び住民健診等を実施するなど、乳幼児から高齢者ま
で健やかに地域で生活出来るよう支援活動を行っている。
　本事業を実施することで、地域住民が介護・保険・福祉・医療の支援を受けられる環境を維持し、
地域住民の健康維持及び向上を図る。

事　　業　　評　　価　　書

　東村地域福祉支援運営事業

　東村長

　東村平良地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 平成30年度 計

円 円 円 円 円 円

交付金 20,000,000 0 0 20,000,000

市長村費等 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

運用益 0 0 0 0

計 20,000,000 0 0 0 0 20,000,000

1,377,000 2,381,000 3,758,000

20,000,000 18,623,000 16,242,000 16,242,000 16,242,000 87,349,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　東村高江区においては、区内における各種行事を行うことで、地域コミュニティづくりの推進に寄
与してきた。
　近年、高江区が行う豊年祭、敬老会及びスポーツ大会等の行事において、限られた区費で安定
的な実施を確保するのに苦慮している状況である。
　このことから、本事業により高江区が行う区の行事等の運営費に充当することで、高江区における
住民主体の活力ある地域づくりを推進し、また、地域の生活環境の維持に努め、福祉の向上を図
る。

事　　業　　評　　価　　書

 　高江区地域コミュニティ事業

　東村長

　東村字高江地区内

　高江区における美化活動、健康増進事業、環境整備事業及びコミュニティ拠点事業

　平成28年度から令和7年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基 金
造 成 額

基金処分額

基金残額

　【住民主体の活力ある地域づくりを推進することについての成果及び評価】
　本事業を実施することにより、高江区の地域行事や美化活動、環境整備が円滑に実施することが
できた。参加延人数は約327名であり、事業についての理解が得られたと評価する。また、アンケー
ト調査については、地域活性化に活用したい、今後も事業の積極的に参加したい、研修視察が大
変良かった、今後もこのような研修があっても良いなどの活発な回答がいただけたことから、区民か
らの理解が得られたと評価する。
【地域住民への周知の状況】
　１）村ホームページに掲載。
　２）村広報誌2019年7月号に掲載。
　３）地元区長会にて計画内容を周知。

　今後も、美化活動や健康増進事業を継続的に実施し、コミュニティ事業においては区民の意見を
多く取り入れた上で、事業計画し実施をすることで、住民主体の地域づくりを推進する。

　無


